
平成 21 年度総会議事録 

日 時：平成 21 年 6 月 10 日（水）13：30～14：40 

場 所：産業技術総合研究所 つくば中央 中央共用講堂大講堂 

出席者：正会員 80 名、委任状提出正会員 749 名（平成 21 年 6 月 8 日現在の正会員数 1,764 名の

1/5 を満たし総会は成立） 

審議事項 

第 1号議案    平成 20 年度事業報告(案)の件 

第 2号議案    平成 20 年度収支決算(案)の件 

第 3号議案    平成 20 年度監査報告(案)の件 

第 4号議案    一般社団法人化について 

第 5号議案    平成 21 年度事業計画(案)の件 

第 6号議案    平成 21 年度収支予算(案)の件 

表彰事項 

第 1        功労賞の授与 

第 2        大島正光賞の授与 

第 3        研究奨励賞の授与 

 

大会長挨拶: 赤松幹之第 50 回記念大会会長から、今回の大会講演の概要や参加者数等の報告を含

めて挨拶があった。 

 

議 題    

総会議長に斉藤進会長が選出され、以下の議事が進められた。また斎藤総務担当理事より総会

資料訂正の説明があった。 

 

Ⅰ．審議事項  

第 1 号議案 平成 20 年度事業報告(案)の件 

斎藤総務担当理事から総会資料に基づき、平成 20 年度事業活動実績の報告がなされ、審

議の上、原案通り承認された。 

 

第 2 号議案  平成 20 年度収支決算(案)の件 

垣本財務担当理事から総会資料に基づき、平成 20 年度収支決算報告がなされ、審議の

上、原案通り承認された。 

 

第 3 号議案  平成 20 年度監査報告の件 

平成 20 年度の業務運営とその処理及び収支会計の処理整理に関する監査結果について、

適切・正確であることを認めるとの報告があり、間壁監査及び四宮監査連名の監査意見書

が原案通り承認された。 

 



第 4 号議案  一般社団法人化について 

斉藤会長から一般社団法人化について定款（案）および選挙規程（案）の説明がなされ、

審議の上承認された。また法人化基金の一部使用についても承認された。法人化にともな

い、任意団体日本人間工学会は、平成 22 年 3月 31 日をもって解散することが承認された。 

 

第 5 号議案 平成 21 年度事業計画(案)の件 

斎藤総務担当理事から総会資料に基づき、平成 21 年度事業計画(案)の説明がなされ、審

議の上、原案通り承認された。なお、人間工学ロードマップに関する IEA 等との連携及び

今後の展開等については、理事会で検討することとした。 

 

第 6 号議案  平成 21 年度収支予算(案)の件 

垣本財務担当理事から総会資料に基づき、平成 21 年度収支予算(案)について説明がな

され、審議の上、原案の通り承認された。 

 

Ⅱ．表彰事項 

平成 21 年度の表彰は、阿久津表彰委員長から表彰理由の説明がなされ、功労賞、大

島正光賞および研究奨励賞が授与された。 

第 1.功労賞 

以下の 22 名に功労賞が授与された。 

秋田宗平、浅居喜代治、飯山雄次、内村喜之、倉田正一、黒田勲、小原二郎、斉藤一、

杉山貞夫、高桑榮松、塚原進、花岡利昌、林喜男、藤井澄二、堀元美、正戸茂、松野

正徳、真辺春蔵、南雲仁一、宮脇一男、本川弘一、問田直幹 

 

第 2.大島正光賞 

北島宗雄、熊田孝恒、小木元、赤松幹之、田平博嗣、山崎博、「高齢者を対象とした駅

の案内表示のユーザビリティ調査－認知機能低下と駅内移動行動の関係の分析」(人間

工学 Vol.44､No3)が受賞し、斉藤会長から賞状および副賞が授与された。 
 

第 3.研究奨励賞 

柴田隆史、河合隆史、李在麟、金相賢、大槻正樹、三宅信行、葭原義弘、岩崎常人、

「光学補正を用いた立体映像による眼精疲労の回復効果」(人間工学 Vol.44､No6)が受

賞し、斉藤会長から賞状および副賞が授与された。 

 

次期大会長挨拶 

第 51 回大会長には、北海道大学教授の横山真太郎氏の就任が正式に承認された。横山

次期大会長から挨拶を兼ねて第 51 回大会は、平成 22 年 6 月 19 日(土)～20 日(日)に北海

道大学学術交流会館（札幌市）で開催することおよび大会の構想が説明された。 

以上 


